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兵庫県の人口の社会増減(国内移動)の状況(令和７年)

対前年比の増加数は全国１位 （日本人の増加数(＋3,707人)も１位）

〇 本県の転出超過数は▲2,102人。R6年の▲ 7,287人から＋5,185人と大幅に改善

○とりわけ増加数の大きいのは、ファミリー層(＋2,256人)と20歳代（＋2,217人）
○これにより、転出超過数(▲2,102人)の全国順位は、R6年の45位(ﾜｰｽﾄ３位)から18位に上昇
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（出典）総務省「Ｒ７年住民基本台帳人口移動報告」

この流れをさらに加速するため､引き続き若者･Zパッケージの取組を加速・充実
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○空調利用環境の整備
・普通教室の空調は整備済（H30）

・特別教室等への空調整備を計画的に実施中
・体育館・食堂への空調整備を重点強化

※近年の深刻な気温上昇等を踏まえ、適切に稼働できるようランニングコスト（光熱費）の措置を拡充）

○学校環境魅力アップの応援
・各校の状況や特色に応じた魅力アップに繋がる部活動用具・校内用具等を整備

（整備内容例：①授業・部活動環境の充実 ②学習環境の充実 ③学校行事の充実）

○緊急修繕・環境改善の強化
・老朽化が顕著なため、魅力充実の基盤となる学校施設・設備の集中整備を実施

１.「学びやすい兵庫」の実現

県立学校の魅力づくり：①さらなる教育投資の充実

体育館の空調

新


 少子化の進行や⾧引く物価高騰、高校教育の無償化の影響など、県立・私立高校を取り巻く様々な課題に

対応するため、各種支援策を実施

新

・狭隘化対策として､北はりま特別支援学校の分校を整備[6,223万円]

・県立特別支援学校のキャリア教育・社会参加の推進 [117万円]
（ｷｬﾘｱ教育の研究開発、地域別ﾜｰｸﾌｫｰﾗﾑの開催）

拡

[16.1億円]

旧加東市立三草小学校

加東市上三草（小学校跡地を活用）所 在 地
障害種別：知的障害（小・中学部） 児童生徒数：40人予定障 害 種 別 等
令和８～９年度：設計 令和９～10年度：建築工事 令和11年度：開校スケジュール

学校環境魅力アップ

新

拡

（例）ｽｸﾘｰﾝ

（例）自習机

県立学校の環境充実

特別支援教育の充実

[2.0億円]

[3.0億円]
[4.0億円※内数]

体育館

校舎
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１.「学びやすい兵庫」の実現
県立学校の魅力づくり：②高校教育改革

（令和７年度２月補正計上予定額定含む）

新

新 [170万円]

イメージ 共同研究ラボ

県立高校の魅力の再構築に向けた取組

[10.0億円]○職業学科等における教育環境の充実
・産業界のニーズに対応した教育に必要となる先端機器等を整備し、
 職業学科等の機能を強化
  （整備例：技術革新に対応したﾃﾞｼﾞﾀﾙ機器、高度な分析・探究機器等）

○共同で実施する探究活動の充実
・複数の高校と大学・企業等と連携した共同研究グループを構築
・グループの拠点校に、活動拠点となる共同探究ラボを整備

○地域における高校のさらなる活性化
・遠隔授業の令和９年度の本格実施に向け、環境を整備
 （県立総合教育センターに配信ブースを５室設置）

・地域連携による多様な学習機会の確保
 （例：生徒数が少なく、行事の規模内容に制約⇒文化祭と地域イベントとの合同開催）

○県立高校の魅力・特色の発信強化
・中学生や保護者、地域等に発信する県立高校進学フェアを開催

○高等学校等教育改革促進基金の創設
・高校教育改革を先導する事業を実施するため、国補助金を活用し、基金を創設

○県立高校の魅力・特色のさらなる磨き上げ
・従来の枠組みにとらわれず質の高い特別な教育を行う高校づくりに向けた研究を実施

（カリキュラム開発委員会及びイノベーション検討委員会を設置）

レーザー加工機卓上走査電子顕微鏡

[1.0億円]

[450万円]

[1,556万円]

[60.6億円]

新

新

新

新 イメージ 進学フェア
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１.「学びやすい兵庫」の実現

○特色ある教育への磨き上げ支援
・各校の特色ある教育内容の磨き上げを支援

(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育や高大・産官学連携､地域共創､部活動等)

選ばれる私立学校への支援
新

県内私立高校を運営する学校法人対 象
定額（上限5,000千円）補 助 額

・常勤教員で40歳未満
・県内の学校等(幼小中高)に勤務対 象 者

年間返済額の２/３（上限120千円）※法人負担1/3補 助 額
・５年 下記以外の学校法人
・10年 ①ﾌﾚｯｼｭﾐﾓｻﾞ法人、②ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ宣言法人
・17年 ①ミモザ法人、②ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ認定表彰法人

補助期間

・県内私立高校(全日制)・県内私立専修学校高等課程の
新入学生

・保護者が県内に居住
・生活保護(生業扶助)受給世帯または住民税非課税世帯

対 象

・県内私立高校(全日制) 上限50千円
・県内私立専修学校高等課程 上限25千円補 助 額

（法人の負担額） （県の負担額）

（補助額イメージ）

○教育の質向上のための支援
・私立学校経常費等補助において、学習環境等の向上・改善に対する取組等を評価し、

追加支援を実施することにより、教育力の底上げを図る（対象校種 私立高等学校（全日制））

○私立学校の緊急修繕を支援
・酷暑や防犯対策など現場のニーズに対応する小規模な緊急修繕を支援(補助率1/2 上限5,000千円)

[8.5億円]（R7年度２月補正計上予定）

新

新

新

新

[5,000万円]

[1,402万円]

[5,295万円]

[2.6億円]

○私立高校への入学金を支援
・経済的な理由で入学金の納付が困難な世帯に

対して、入学金の一部を支援

○私立学校等の教員確保を支援
・ひょうご型奨学金返済支援制度において

学校法人を支援対象に追加（最大17年間支援）
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・チャレンジ留学の強化
（HYOGO若者｢海外武者修行｣応援プロジェクト）

１.「学びやすい兵庫」の実現



HYOGOグローバルリーダー育成プロジェクト

[2,028万円]
対象人数補助上限対 象

20名→30名
50万円

【拡】高校生

5名【新】大学生※１年生のみ

○中学校の部活動の地域展開・地域連携の推進にかかる経費等を支援
・部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進（休日の地域クラブ活動の活動費等を支援等）
・平日も含めた地域展開等の加速化のための重点課題への対応（公認指導者の養成等）

・中学校における部活動指導員の配置を支援

中学校部活動改革推進プロジェクト [8.5億円]

拡


県立大学の授業料等無償化 [19.5億円]

・国が創設する学校給食費の抜本的負担軽減のための「給食費負担軽減交付金」を活用し、給食費を支援

小学校の給食費負担軽減
新

[142.1億円]

子どもたちの体験機会の充実
・スポーツ・芸術を体験できるプレミアムスポーツサマー・プレミアム芸術デーの開催

8

・兵庫県立大学、芸術文化観光専門職大学について、県内在住者の入学金及び
授業料を学部、大学院共に、所得に関わらず無償化（R8年度より全学年対象）



○出産・健診等の安心アクセスを支援
・妊産婦等の居住地に関わらず、安心して出産等ができる体制を整備するため、遠方の産科医療機関等で

出産等が必要な妊婦等に対して、通院交通費を支援

安心できる出産・健診体制の構築
[570万円]



２.「子どもを産み育てやすい兵庫」の実現

新

○助産所等の出産・産後ケア施設に対する設備整備支援
・物価上昇の厳しい環境の中でも妊婦の希望に応じた出産や産後ケアを行える環境を整備するため、

助産所等の老朽化した設備・備品の更新等、現場ニーズに対応した支援を実施（補助率1/2上限150千円/施設）

[5,600万円]新 （R7年度2月補正計上予定）

内容区分

自宅等から最寄りの産科医療機関等まで概ね60分以上の移動時間
を要する妊産婦等対 象

妊婦健診、出産、産婦健診、不妊治療、産後ケア事業 、乳幼児
健診にかかる最寄りの産科医療機関等までの移動に要した経費

対象経費

移動に要した費用の８割相当補助上限

市町実施主体

P
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○地域限定保育士試験の実施
・通常の保育士試験の後期日程にあわせて

地域限定保育士試験を実施

○幼児教育現場における人手不足解消を支援
・新卒者や再就職希望者を対象に私立幼稚園就職フェアを開催

（再就職希望者をメインターゲットとした回を新たに設定）
・人材登録センターの運営を支援



２.「子どもを産み育てやすい兵庫」の実現

人材確保の充実
[1,010万円]

幼児教育の質の向上 [393万円]

・新たに幼児教育の専門的知見や豊富な実践経験を有する幼児教育アドバイザーを配置し、ひょうごっ子
幼保小の架け橋教育支援センター(仮称)を設置（幼児教育の質の向上に係る指導・助言等）

医療的ケア児への通学支援 [2,061万円]

・医療的ケア児の登下校時における保護者負担を軽減するため、保護者に代わって医療的ケアを行う
看護師を配置 (登下校時､医療的ケアが必要な児童生徒が利用する福祉車両等に同乗)

通常の保育士地域限定保育士

合格登録後、全国で勤
務可能

合格登録後３年間は登録地域限定で勤務可能
⇒３年（うち１年実務経験）経過後、

全国で勤務可能
資格

筆記試験及び実技試験筆記試験及び実技講習(実技試験の代替措置)試験

[376万円]
拡

新

新

新

幼稚園フェアでの就職相談（イメージ）
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｢不登校児童生徒支援員｣の全校配置 [5.6億円]


 子育て世代の不安や悩みに寄り添いながら、子どもの健やかな成⾧につなげていく

２.「子どもを産み育てやすい兵庫」の実現

拡
○校内サポートルームにおける支援体制の強化
・小学校：全校配置支援に拡充（R6：4校に1人、R7：2校に1人）
・中学校：全校配置支援（R6より全校配置）

小学校における不登校児童数の推移
※R7は速報値

小学校では、依然不登校児童は増加傾向

スクールカウンセラーによる特別授業

[1,908万円]
・全小中学校においてスクールカウンセラーによる自殺予防教育

特別授業の実施（実施イメージ：児童生徒･教員･スクールカウンセラーによるロールプレイ）

拡

・県立都市公園の暑さ対策として､子どもが使用する遊具周辺・運動施設等に
ミスト装置を設置し､遊び場を充実

（播磨中央公園、三木総合防災公園、淡路佐野運動公園）

３.「住みやすい兵庫」の実現

[681万円]
新

ミストのイメージ



子育て世帯向け
リノベーション

グレードアップ改修

・県営住宅における子育て世帯への支援（子育て世帯向けリノベーション等）
・子育てしやすいモデル地域(住宅地)づくり（「子育て住宅促進区域」での重点的支援）



※４月からの合計欠席日数が、８月までは10日、
9～12月までは20日、１～３月までは30日以上

の児童生徒をカウント


・通学児童の安全を早期に確保するため､歩道のない通学路におけるカラー舗装の更新を加速

[3.0億円]
拡

（R7年度２月補正計上予定）
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・女性の経済的自立と社会活躍を推進するため､場所や時間にとらわれない柔軟で多様な働き方を発信する
多様な働き方フォーラムを開催



４.「働きやすい兵庫」の実現

・林 業：将来の林業の担い手の裾野を広げるため､林業に触れられる機会を創出し、魅力等を発信
・建設業：建設業の魅力発信や入職促進を図るため､若者･Z世代を対象にひょうごインフラDX展(仮称)を開催

（インフラDXなどの講演、先進事例発表、展示会等）

各業界の人材確保
新

[276万円]
[298万円]

新

・企業・施設等と連携したケアリーバー自立支援の強化
ケアリーバーの自立支援

[1,133万円]新

その他：若者支援の充実に向けた仕組みづくり
○ひょうごポリシーメイキングチャレンジ
・若者・Z世代応援パッケージのさらなる充実にむけ､若者による政策提案チームを結成し､県施策を検討[1,609万円]

新



[129万円]

・連携促進のための会議の開催
・施設等と連携して実施する短期就労体験に要する経費を支援応援企業と連携した短期就労機会の充実 「263万円］

自立支援相談・交流拠点への心理療法担当の配置心理的ケア体制の整備※ ［695万円］
施設等退所者への訪問等による支援経費を補助（5千円/人）児童養護施設等による自立支援活動補助※  ［175万円］

（補助率1/2 上限4千円/人）

※「こどもを産み育てやすい兵庫」の実現としても対応

新

多様な働き方の発信

・児童養護施設で育つ小学生の職業体験機会の提供※

職業体験機会の創出
[206万円]新

（専門家の伴走支援を受けながら、政策提言を実施）
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